
下のタバコの図を見てください。左側が火の付いている先端部分で、右側がスポンジのフィルター

がついている吸い込み口なのですが、本人が吸い込む煙（右側）を“主流煙”、吸い込んでいない時

に先端からでる煙（左側）を“副流煙”と呼びます。 

そこで、喫煙者がタバコを吸っている姿を思い浮かべて下さい。火を付けてから吸い終わるまでの

時間と実際に煙を吸い込んでいる時間を比べると、どちらが長いでしょうか。そう言われれば、吸い込

んでいる時間よりも手に持っている方

が長いような気がしますよね。 

 

と言うことは、タバコを吸っている人

の周りにいる人は“副流煙”を吸いこ

まされているわけで、この状態が「受

動喫煙」なのです。 

そして、じつは一見頼りなさそうに

見えるうっすらとした副流煙は、かなり

有害なのです。なぜかと言うと、主流

煙に比べ燃焼温度が低く不完全燃

焼の煙である上に、吸い込み口には

ついているフィルターがありません。 

 

具体的には左のグラフにあ

るように、主流煙に含まれる有

害物質を“１”とすると副流煙

には１００倍以上も含まれるも

のもあるので、「受動喫煙」は

非常に危険なのです。 

 

ちょっとびっくりしますよね。

と同時に「だったら、近くで吸

わないで」と思いませんか。 

 

だから、いろんな所が“禁

煙”になっているのは当然な

のです。 
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